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三 宅 和 子
1. は じめに
東洋大学短期大学では,かねてより英語圏の諸外国との交換留学制度を計画 していたが ,
1992年 2月 に最初の交換留学生がアメリカ,ニ ユージーランドヘと飛び立ち,1993年 度よ
り本格的交換留学制度が発足 した。この制度は短期大学独自の本格的交換留学として注目
に値する特徴をもち,今後の発展が期待されている。 しかし,発足 してまだ日が浅いため ,
改善や長期的な再構想を必要とする点もある。筆者はこの制度の運営に1993年度より関わ
り, とくに日本側の受け入れプログラムであるEJP(Experience Japan Program)の 責
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ックエ科大学,ニ ュージーランド)の 3校 にも,それぞれ日本語の講座が置かれている。
日本語はこれらの国ではつい最近まで注目を浴びることのない言語であったが,近年日本












Maryville University(メ ルビル大学),Uo S.A.
Douglas College(ダ グラス大学),Canada
以上のうち, メルビル大学とユニテックエ科大学には本校から2.I:二 _~:誓 二 ´
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は本校から 1名 のみ 8月 に,ダ グラス大学からは 6, 7月 に 1名釆・:´ ‐■.Fl li「 平三
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期間 :1994年 5月 28日 (土)～ 1994年 7月 21日 (木 )
スケジュール :
5月 28日 (土 )
5月 30日 (月 )
6月 6日 (月 )
7月 8日 (金 )
7月 10日 (日 )
7月 20日 (水 )
7月 21日 (木 )
*予
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4-2.授 業時間割




























































講義担当者 :長能宏子 (月 ・木)(非常勤講師)
細田貴子 (火 ・水)(非常勤講師)












日本文学科の学生による語学ボランテイアグループを作 り, 日本語授業や 4限 目の語学ア
クテイビテイーの時間に講師の補助をしてもらった。これは留学生にとくに好評であった。
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原 康     内からみた日本, 日本株式会社論
村松友次    俳句
加藤美恵子   日本の陶器
N.ラ ンバー ト 異文化交流
喜田慶文    日本の社会と言語
加藤美恵子   着物一四季折々
三宅和子    日本の伝統芸能
松園俊志    日本の観光
三宅和子    日本人の祝祭と人生
岩本 一    書道
宮内敦夫    日本文学と歌舞伎









EJPは 2年 目の終わりにさしかかり,少 しずつ軌道に乗り始めたといえよう。現在ユ
ニテックエ科大学は留学生の人数を今後増やしていきたい意向を表明しているし,本学と
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協定を希望する大学も増えつつある。後は留学時期,期 間,交換事項など,具体的な面で
互換が成 り立てば協定校 と留学生の数は増えるはずである。このように,交換留学の将来
は開かれている。 しかし,現状で抱える問題点,反省点もある。以下,項 目別に概観 した
い。
①期間とスケジュール
本学の受け入れ時期としては 6, 7月 の 2カ 月がいちばん無理のないものであろう。ま
た,本学の学生の留学時期 としても, 2, 3月 が適当であろうと思われる。 しかし,カ ナ
ダの大学の場合, 2, 3月 が学期の中途であるため受け入れが難 しく,本学からは8月 の
















学生と日本語講師のフィードバックから, 日本語の授業は 1日 に3時間というのが学生
の許容範囲いっぱいであると考えられる。 4限 目はラボなどの自習形態にするか,その際 ,
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いケースが多いこと,引率など教員・事務室の負担が大きいことなど,問題点が多い。
③ホームステイ
アメリカ,カ ナダ,ニ ュージーランドヘ行った本学の留学生の家庭が来日留学生のホー
ムステイ先となっている。この制度は来日留学生にたいへん好評で,全員がホームステイ
先の家族の暖かさ,援助に感謝している。留学生にとっては日本人の日常生活を体験 し,
日本人の考え方,生 き方を理解するきっかけともなる貴重な体験である。また,困 ったと
きなどは本学の学生が英語で力になってくれるという安心感も得ることができる。問題点
として考えられることは,留学生に一部屋を提供できるような家庭が都心付近にはあまり
ないため,ホ ームステイ先が通学に遠い地域になることが多く,慣れない留学生の負担と
なっていることがあげられる。また,本学生の側からいえば,一部屋提供できなければ留
学の機会が与えられないという不平等感が拭いきれない。このことに関しては,留学生の
選考とホームステイ先の選考を別途に行うべきという意見もある。いっぽう,協定校側で
は,学生が親の家から通っているケースが少なく,ホ ームステイの互換は難しい状況があ
る。今までのところ,互換が無理な場合は他のホームステイ先を捜 して入ってもらうか,
寮に入ってもらい経費を払うかしているが,今後の進展によっては再考すべき問題をはら
んでいる。ホームステイの互換は基本的にはきわめて有益な制度であるため,今後もよい
方向に改善していきたい。
6.お わ りに
以上,交換留学制度のなかのEJPに焦点を当てながら,そ の内容を概観し,問題点を
指摘 した。やっと2年目を終えようとしているこの制度は,学内の教職員のアイデイアと
行動の中から生み出されてきたものである。現在でもさまざまな問題をかかえていること
に変わりはないが,少 しずつ形を整えてきつつある。さまざまな歯車が噛み合わなければ
スムーズに動いていかない大きなプロジェクトであることは事実であり,それだけに教職
員間の協力と努力のみならず,制度,運営上の改善が必須といわなければならない。
付記
このプログラムは海外研修小委員会のメンバーで運営され,そのほかに学内の先生がたに日本事情
等でご協力いただいている。せた, 日本文学科の語学ボランテイアや進んで協力を惜しまなかった学
生,教職員にこのプログラムの成功は負うところが大きい。これまで努力を傾けていただいた方々に
深 く感謝するとともに,今後のいっそうの努力と交換留学制度のますますの発展を祈 りたい。なお,
本稿記載上の責任はすべて筆者一人にあることはいうまでもない。
